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Ⅳ.短期サポートグループワーキンググループ 報告 
短短期期ササポポーートトググルルーーププワワーーキキンンググググルルーーププ長長  平平井井  啓啓  

大阪大学大学院 人間科学研究科 准教授 

  

 

AA．．目目的的  
 がん患者を対象とした「サポートグループ」は、が

ん患者の情緒面や対処能力向上のための心理社会的

支援の方法として世界の多くの医療施設において提

供されている。日本でもがん診療連携拠点病院等（以

下、拠点病院等）の要件において、がん相談支援セン

ターに必要な機能として、がん患者及びその家族が

心の悩みや体験等を語り合うための患者サロン等の

場を設けることが求められている。ゆえに、実際、医

療者が運営する構造化されたサポートグループ、あ

るいはピア・サポーターが中心となり運営されるピ

ア・サポートプログラムなど、さまざまな取り組みが

行われている。しかしすでに開催されている患者サ

ロンやピア・サポーターによるサポートグループの

運営上の課題解決や質向上を行うための体系的で簡

便な資料がなく、これらの心理社会的支援の方法が

十分に行われているとは言い難い。 

そこで短期サポートグループワーキンググループ

は、これまで、さまざまな「サポートグループ」の運

営に携わったメンバーにより、ピア・サポートを含む、

さまざまな形や目的の「サポートグループ」に関して

構造と機能の整理を行い、おもにがん診療を行う病

院で勤務する、がん患者を対象としたサポートグル

ープの企画・運営に携わる医療従事者を対象とした、

「がんサポートプログラムの手引き」を作成し、さら

にがんの相談支援に携わる医療従事者を対象とした

「がんサポートグループ 企画・運営者のための研修

会」を開発し、2020 年度から実施している。がん患

者に対する心理社会的支援の機会を整備するために

は、この研修会の継続した開催が求められる。そこで

本年度は、2 回の研修会を開催し、さらに継続的な研

修の機会を提供するためフォローアップ研修会を開

催した。 

 

BB．．経経過過  
本年度は、2023 年 11 月 3 日（仙台とオンライン）

と 2024 年 2 月 10 日（福岡とオンライン）の 2 回開

催し、それぞれ 90名のがん相談に携わる医療従事者

を定員とした。本研修プログラムのねらいは、①サポ

ートグループ・ピア・サポートについて理解しており

（必要性や意義、方法について）②サポートグループ

のファシリテーションに関する基本的な技術を習得

し、企画・運営することができる人材の養成である。 

方法としては、参加者が事前課題として自施設の

がんサポートグループについて評価し、研修会を受

講する形をとった。その後、参加者の主観的変化を見

るために事後評価アンケートを行った。 

事前評価アンケートは、自身のプロフィール、自施

設のがんサポートグループの構造や機能、自己の行

動などの主観的評価をオンライン上の質問サイトに

て尋ねた。 

講義としては、がん患者に対する心理社会的支援

の必要性や、がん患者に対する心理社会的支援の方

法、ピア・サポーターとの協働について説明した。こ

こでは、サポートグループの必要性やピア・サポータ

ーとの協働意識を強調し、さらにサポートグループ

は画一的なものでなく、多様なニーズに合わせた対

応の重要性を指摘した。本年度はピア・サポートの実

際の場面がわかるように新たに動画を作成し、それ

を講義の中で閲覧することとした。それから、がんサ

ポートグループにおけるファシリテーションの実践

として、相互作用を促すコミュニケーションスキル

やファシリテーターの役割を確認し、情緒的サポー

トの基本姿勢を指摘した。その後、作成したファシリ

テーションの 6 場面の具体例を動画で供覧し、参加

者同士で実際場面を想定したロールプレイやサポー

トグループを企画するディスカッションを行った。

本講義内容は、「がんサポートプログラム企画の手引

き」の内容を踏襲した。 

事後評価アンケートは、事前評価アンケート同様

にオンライン上の質問サイトにて、サポートグルー

プの理解度やファシリテーターとしての効力感など

を「非常にそう思う」「とてもそう思う」「ややそう思

う」「あまりそう思わない」「まったくそう思わない」

の 5件法で、その他研修会に関する意見等を尋ねた。 

フォローアップ研修会については、11月 23 日にオ

ンラインで開催した。研修プログラムのねらいは、こ

れまでの研修会の参加者の要望などを踏まえ、①ピ

ア・サポーターを活用した好事例について学ぶ、②難

しい場面でのファシリテーションの方法について事

例検討により学ぶ、③各施設での具体的な取り組み

についての状況共有とネットワーキングとなった。

プログラムは 4 時間で構成され、ピア・サポート好

事例紹介、事例検討、情報交換の３つのパートから構

成された。事例検討は、サポートグループにおいて生

じうる難しい場面において、ファシリテーターとし

てどのような対応するのかについてグループで話し

合うものである。ピア・サポート場面の動画視聴も追

加した。 

 

CC．．結結果果  
事前登録者は、11 月 60 名、2 月 45 名であった。

このうち事前評価アンケートのデータについてクラ

スター分析(ward 法)を行い、目標レベル分けを行っ
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たところ、11 月の研修会でレベル設定を行ったもの

は 58 名であった。このうち、レベルⅠ：「ビギナー」

「ピア・サポーター未導入で多様なニードへの対応

が弱い」26名、レベルⅡ：「多様なニードへの対応が

弱い」「ピア・サポーター導入」30名、レベルⅢ：「エ

キスパート」2名であった。2 月の研修会では、45名

をレベル分けし、レベルⅠ：「ビギナー」「ピア・サポ

ーター未導入で多様なニードへの対応が弱い」31 名

（アンケート未提出者・欠損ありの 16 名を含む）、

レベルⅡ：「多様なニードへの対応が弱い」「ピア・サ

ポーター導入」12 名、レベルⅢ：「エキスパート」2

名であった。例年より、がん相談、サポートグループ

経験者が少ないが、研修後はすべての項目で平均値

が有意に上昇した。特に「ファシリテーターの役割を

理解」「ピア・サポーターとの協働の理解」「サポート

グループ運営の自己効力感」は効果量が大きく、研修

の目的が十分に達成された。さらにサポートグルー

プの必要性とその効果、ピア・サポーターの重要性に

関する知識、ピア・サポーターとの協働、サポートグ

ループの課題改善の項目で効果量が大きく、研修の

目的が十分に達成された。 

またファシリテーションに関する評価の項目から、

基本的なファシリテーションのスキルは実践を通し

て学習できたが、比較的高いスキルを求められる対

応や、ピア・サポーターとの協働によるファシリテー

ションについて課題を感じているのは例年同様で、

フォローアップ研修による継続的な学習を必要とす

る内容であった。研修全体ついての評価では、研修内

容はわかりやすく、期待を満たすものであり、継続的

な研修参加への強い要望もみられた。続くコロナ禍

でオンライン研修に慣れた参加者が増加し、積極的

に参加できているようであった。オンラインでもロ

ールプレイ実践を通してスキルの習得ができ、また

各施設の企画・運営の課題について話し合うことが

できたことを評価していた。自由記述の回答を分類

したところ、良かった点としては、ロールプレイの経

験、他施設との情報共有・取り組みを知る、実践の振

り返り・エンパワメント、講義内容・ファシリテータ

ーの存在、研修の構成・雰囲気、開催形式であった。

一方で、改善点としては、研修時間がタイト、参加者

同士の交流の機会、対面・オンラインでの参加による

不具合、ロールプレイの長さなどであった。 

フォローアップ研修会は、32 名の事前登録があっ

た。「がんサポートグループ 企画・運営者のための研

修会」終了後の各施設でのサポートグループの開催

状況については、対面開催が 78％、オンラインなど

多面以外の方法での開催が 6％、開催なしが 16％で

あった。サポートグループへのピア・サポーターの参

加は、参加ありの施設が 60％であった。 

フォローアップ研修後の自己評価では、サポート

グループのレベルⅡからⅢのスキルについて十分に

獲得されていた。研修全体についても有用性ならび

に満足ともに高い評価となっていた。 

DD．．考考察察  
「がんサポートグループ 企画・運営者のための研

修会」は 2020年度から今年度までに合計 7回開催し、

482名が修了している。昨年度に比べて本年度はレベ

ルⅠの参加者が増えており、研修の裾野が広がって

きたと考えられる。全国の拠点病院等において、質の

高い心理社会的支援が提供されるためには、さらに

本研修会を開催し、受講していない病院などの医療

従事者を対象としていく必要がある。さらに、これま

では新型コロナウイルス感染症の影響で、オンライ

ン開催になっている。そのためサポートグループの

ファシリテーションの一部についてロールプレイで

体験してもらう研修となっているが、対面開催が可

能となれば、さらに幅広いスキルの獲得のための研

修が可能となると考えている。 

さらに、継続受講を希望する参加者も多かったこ

とから、実際にサポートグループを運営して生じる

課題などについて話し合ったり情報交換したりでき

る場の設定も今後の課題である。 
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【「がんサポートグループ企画運営者のための研修会」研修修了者の人数】 
    日日程程  形形式式  修修了了者者  

令令和和 22 年年度度 第 1回 2021年 2月 11日 オンライン 87 名 

令令和和 33 年年度度 
第 2回 〃  11月 3 日 ハイブリッド(東京) 82 名 

第 3回 2022年 2月 11日 オンライン 75 名 

令令和和 44 年年度度 
第 4回 〃  11月 3 日 ハイブリッド(東京) 77 名 

第 5回 2023年 2月 11日 ハイブリッド(大阪) 53 名 

令令和和 55 年年度度 
第 6回  〃  11月 3日 ハイブリッド(仙台) 60 名 

第 7回 2024年 2月 10 日 ハイブリッド(福岡) 48 名（予定） 

   合合計計  482名 

 

 

【「がんサポートグループ企画運営者のためのフォローアップ研修会」研修修了者の人数】 
    日日程程  形形式式  修修了了者者  

令令和和 44 年年度度 第 1回 2022年 11月 23 日 オンライン 32 名 

令令和和 55 年年度度  第 2回 2023年 11月 23 日 ハイブリッド(東京) 29 名 

   合合計計  61 名 

 

図 1. 研修会受講者の背景（2023年 11月 3日） 
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図 1. 研修会受講者の背景（2023年 11月 3日） 
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図 2-1.サポートグループの開催状況(2023年 11月 3日) 

 
 

 

図 2-2.サポートグループの開催状況(2023年 11月 3日) 
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図 3.自施設の役割に関する記載(抜粋) (2023年 11月 3 日) 

 
 

 

図 4.自施設のがん診療の特徴の記載(抜粋) (2023年 11 月 3 日) 
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図 3.自施設の役割に関する記載(抜粋) (2023年 11月 3 日) 

 
 

 

図 4.自施設のがん診療の特徴の記載(抜粋) (2023年 11 月 3 日) 
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図 5.自施設からサポートグループに期待されている役割の記載(抜粋) (2023年 11 月 3 日) 

 
 

 

図 6.事前評価をしてみての感想①(抜粋) (2023年 11月 3日) 
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図 7.事前評価をしてみての感想②(抜粋) (2023年 11月 3日) 

 
 

 

図 8.事前評価をしてみての感想③(抜粋) (2023年 11月 3日) 
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図 7.事前評価をしてみての感想②(抜粋) (2023年 11月 3日) 

 
 

 

図 8.事前評価をしてみての感想③(抜粋) (2023年 11月 3日) 
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図 9.事前評価をしてみての感想④(抜粋) (2023年 11月 3日) 

 

 
 

 

図 10.サポートグループ運営に関する目標レベル設定とクラスター分析結果(2023 年 11月 3日) 
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短短期期ササポポーートトググルルーーププワワーーキキンンググググルルーーププ  会会議議報報告告  
 

第 1回 WG会議 

日時：2023年 6月 5日（月） 形式：オンライン開催 

議事： 

(1) 事業内容の確認 

(1) ワーキングの方向性の検討 

(2) 今後の予定の確認 

 

第 2回 WG会議 

日時：2023年 10月 3日（火） 形式：オンライン開催 

議事： 

(1) 11月 3日「がんサポートグループ企画・運営者のための研修会」の準備 

(2) 11月 23日「がんサポートグループ企画・運営者のためのフォローアップ研修会」の準備 

(3) 2023 年 8 月実施 「がんサポートグループ企画・運営者のための研修会」修了者 半年後追跡アン

ケート結果の共有 

 

 

「ピア・サポートの実際」動画撮影 

会場：市立豊中病院（大阪府豊中市柴原町 4丁目 14番 1号） 

日時：2023年 9月 3日(日) 

 

がんサポートグループ企画・運営者のための研修会(2023年度第 1 回) 

会場(配信拠点)：ハーネル仙台 (仙台市青葉区本町 2-12-7) 

日時： 2023年 11月 2日(木)  18：00～19：00（前日打合せ） 

2023年 11月 3日(金・祝) 9：15～9：30（直前打合せ） 

〃      10：00～17：00（研修） 

〃    17：00～18：00（関係者反省会） 

 

がんサポートグループ企画・運営者のためのフォローアップ研修会 

会場(配信拠点)：AP東京八重洲 (東京都中央区京橋 1-10-7) 

日時： 2023年 11月 23 日(木・祝)  11：00～11：30（直前打合せ） 

〃      13：00～17：00（研修） 

〃      17：00～18：00（関係者反省会） 

 

がんサポートグループ企画・運営者のための研修会(2023年度第 2 回) 

会場(配信拠点)：福岡県中小企業振興センター (福岡県福岡市博多区吉塚本町 9-15) 

2024年 2月 9日(金)  18：00～19：00（前日打合せ） 

2024年 2月 10日(土)  8：30～9：00（直前打合せ） 

〃     10：00～17：00（研修） 

〃   17：00～18：00（関係者反省会） 
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